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随時市場調査を実施

「確立」期
（３年目以降）

「形成」期
（２年目）

「発掘・創出」期
（１年目）

④商品開発

③取組体制の
整備

②戦略策定
①プロジェクトの

立ち上げ
⑨知財管理

⑩継続的な事業運営
に向けて

商品開発の方向性を定め  
る戦略を策定

実働のための体制づ  
くり（ワーキングチー  
ムの組成）

顧客のニーズに応じた「商品（コンセプト）」を設計

i.検討体制づくり
プロジェクトについて話し合  
うための場を作ります。
ここでは、「キーパーソン  
（リーダー）」となれる人材を  
確保することも重要です。

ii.現状分析の実施
商品開発に向けて、自地域  
の産品の現状を把握します。  
自地域の現状のみならず、  
顧客や競争相手の状況を  
分析しておくことが重要です。

iii.関係者間の意識共有
メンバーを集めてセミナー  
やシンポジウムを行い、プ  
ロジェクトの推進に向けた  
意識の共有を行います。

⑥テストマーケティング ⑦広報戦略

⑤ブランド・ツール開発 ⑧販路開拓

消費者を惹きつけるストーリー性の  
あるブランド・ツールを開発

プロジェクトを進めるため  
の「体制づくり」
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i.ブランド化産品の決定
地域ブランド化を目指す品  
物を決定します。
展開可能な産品を幅広く洗  
い出した上で、競争相手と  
比較し、絞り込んでいきます。

ii.ターゲットの明確化
展開可能な商品をどういっ  
たターゲットに売っていけば  
よいかを明確にします。そ  
の上で、販路（流通チャネ  
ル）についても、きちんと検  
討しておきます。

iii.戦略の設定と共有
上記のように決定してきた  
事業の売上目標をきちんと  
設定し、目標を達成するた  
めに、商品企画から生産、  
流通、販売までが一体と  
なったシステムとなっている  
かを再度検証します。
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i.ワーキングの組成
実際に事業を主導するメ  
ンバーとして10名程度の  
ワーキングチームを組成  
します。事務局には、自  
治体や農林水産団体な  
ど、幅広いネットワークを  
持つ団体に要請すること  
を検討します。

ii.予算の確保
プロジェクトの立ち上げ  
段階にあるため、国や市  
の補助事業を活用し、当  
座の予算を確保すること  
を検討します。

商品の
具体化

適切な
価格設定

表示方法
の遵守
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i.商品の具体化

シェフなどに助言を求めながら、商品の規格を決定します。

ii.適切な価格設定

ターゲットを絞り込み、チャネルに応じた価格を設定します。

iii.表示方法の遵守

表示方法に関する法令を遵守します。

iv .品質基準の設定

製造現場の管理マニュアルなど、品質管理の整備を進めます。

ブランドストー  
リーの整理

ブランド・ツール  
の作成

i.ブランドストーリーの整理
地域資源や商品開発までの物語を活  
かし「ブランドストーリー」を整理します。

ii.ブランド・ツールの作成
ブランドストーリーを活かし、統一され  
たブランドイメージを発信できるようなブ  
ランド・ツールを開発します。

商談に取組むとともに、営業・販売  
体制を整備

営業体制の
整備

コミュニケーショ  
ンシステム整備

i.営業体制の整備
受注から生産、流通まで統一的なルー  
ルを規定し、ブランドイメージを損なわ  
ない対応が可能な体制を構築します。

ii.コミュニケーション・システム整備
顧客の要望を直接聞けるようなコミュニ  
ケーション・システムを整備します。

販路開拓に向け、市場に向けて情  
報を発信

地元への
情報発信

ターゲットへの  
情報発信

i.地元への情報発信
地元にサポーターを作るため、地元の  
メディアを通じた情報発信を行います。

ii.ターゲットへの情報発信
ターゲット顧客に向けた情報発信を行  
います。グルメ雑誌とのタイアップなど、  
商品と顧客にあった手法を選択します。

展示会などへ出品し、商品に対する  
市場の評価を分析

展示会への
出品

市場の評価を  
分析

i.展示会への出品
適切な展示会（専門展）を選んで出品し  
ます。商談したいバイヤーはあらかじめ  
整理しておきます。

ii.市場の評価を分析
市場（消費者やバイヤー）の反応をきち  
んと整理・分析し、フィードバックします。

ブランドを守るために知的財産とし  
て管理

知財の運用
ルールの設定

地域団体商標  
の利用

i.知財の運用ルールの設定
ロゴ等のブランド・ツールの運用ルール  
をつくり、参加事業者が自由に使うこと  
で、ブランドイメージが拡散されてしまう  
ことを防ぎます。

ii.地域団体商標の利用
地域ブランドを知的財産として保護し、  
一元的に管理・運用するため、地域団  
体商標等への登録について検討します。

事業の展開状況に応じて、適宜実  
施体制を見直し

事業計画の
見直し

実施体制の
見直し

i.事業計画の見直し
事業の状況に応じて、適宜事業計画を  
見直します。

ii.実施体制の見直し
株式会社や組合など、事業の展開状  
況に応じて、柔軟に組織体制を見直し  
ていきます。
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